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政治

経済

近現代社会経済史

社会

の政治経済は内外状況の激変に伴い急転回を

とけており

[1993b]), 

（その再編成の一端については遅野井

このなかで松下洋 [1991a]が指摘す

I 

政治の分野では，

政 治

まず実証的な研究成果を体

系的にまとめた業績がいくつか刊行されたこと

を喜ひたい。松ド洋 [1987]は，

カ研究の視点から権威主義， コーポラティズム，

従属論など一般理論を検証し，

する実証分析へとつなけている。恒川 [1988]

は，従属論の枠組のなかにメキシコの自動車荏

業の発展を位置づけ，

は．

いずれも，

づく学術成果であり，

もとより，

ラテンアメリ

ペロニズムに関

国家と労働の動態的関係

を実証的に分析している。 また大串 [1993b] 

ペル一軍部の思想的制度的発展の側面から

ベラスコ軍事政権の誕生に接近するとともに，

関係者へのインタヒューを駆使して軍内の政治

力学から軍政の変質を分析している。 これらは

理論と現実との緊張関係を保ちつつ，

特に長期にわたり独自に渉猟した一次資料に基

その実証度の絲さにおい

て高い水準を誇り，長らく引用されることであ

ろう。

ここで研究サーベイの対象として

いる過去9年間において， ラテンアメリカ地域

るように，分析の基礎となってきた通常の理論

的枠組やパラダイムが急速に力を失ってきたこ

とは疑うべくもないといえよう。松下冽[1993]

は，従属論を自立的研究志向の表われとして捉

ぇ， ポスト冷戦の現代まての地域の政治情勢を

理論動向を追いつつ整理しているが，

た今日の左翼的研究者の拠って立つ分析枠組の

ゆらぎを示している。国際経済との統合を新た

な発展の軸としようとする新自由主義の潮流が

奔流となった現実に照らして，

とすれば自立的研究志向のどこが誤っていたの

かを幣理し，

の変化に敏感かつ脆弱なラテンアメリカ地域の

今後の発展形態をどう捉えたらよいのかについ

ての独自の視点が欲しいものである。

政治研究の今日の特徴は，

的にも一般理論への関心は薄れ，各国別の政治

状況の分析に研究の主流が移っていることであ

る。

かりに存在した

にもかかわらず疑いなく国際環境

日本に限らず世界

そしてそのなかでも活発だったのが民主化

に関する議論てあったといえよう。

しており， 当然の傾向である。

それはま

これはチリ

に至るほとんどの国で民主体制が回復するとい

う1990年代初頭までの政治状況のうねりを反映

そして議論の中
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心は民政移管をめぐる民主化への移行のプロセ

スから，経済危機，市場化へ向けた構造改革へ

の要請，社会格差や貧困の広かり，軍の脅威，

政党など政治インフラの脆弱さなと，民政を取

り巻く地域の諸条件に照らして民主主義の定莉

が可能かとする議論に移っている。しかしここ

でも，従属論に影響を受けてそれまでt流をな

してきた官僚的権威主義体制論に代表される歴

史構造論的アプローチとの間には大きな断層か

ある。出岡 [1993] は，今日の民主化に関する

議論と権威主義体制に関する議論との間に整合

性を取り戻そうとする努力のひとつといえる。

実証を伴う一般理論へのこだわりこそが，ブー

ムに左右されない政治研究の確かな視座を開拓

するといえるであろう。なお， 1980年代半ばま

での民t化論を含めた研究動向のサーヘイは，

アジア経済研究所[1986]と星野・米村編[1993]

を参照されたい，

民主化研究のなかでは，まず政治学を専門に

している研究者を動員して， さまざまな角度か

ら民t化の諸問題を議論し， t要論，点を集約し

たものとして日本国際問題研究所[1993,1994] 

をあげておく。そのなかで恒Ill[1993] は，恥

近の民主化研究の動向と特徴を簡潔に紹介し，

定着への問題点を整理している。また米国の代

表的研究者による移行過程を分析した民主化研

究の先駆ともいえるオドンネル；シュミッター

[1986]か翻訳された。民政への移行において

は社会経済的な構造や世界システムとの関係よ

りは，民t化促進派の政治的技術や戦術を屯視

していなかつての構造論をリードした代表的

な研究者たちが，民主化研究においては，政治

勢力間の合意や指導性なと政治的要因に甫きを

置く典型といえようが，翻訳はあまりよくないっ

ラテンアメリカ

このほか総論的には，民主化の問題を多面的に

扱った論文を収めた松下・乗編 [199:1] をあけ

ておく。編者は不平等と貧困に苛まれるラテン

アメリカにおいて，いかに低強度民主主義を強

化することが順要かを指摘している。

民政を取り巻く諸条件としては．軍の影曹カ

をどう評価するかという点が重要てある。ステ

パン :1989] は，南米南部諸国に焦点を当てて，

民政移行後の軍の役割の大きさに着目した重要

な研究の翻訳であり．多くの研究者に引用され

ている 1960年代以降，国家安全保障国家を樹

立した軍が，各分野において多くの特権を保持

したまま兵舎に退却した現実は，チリやブラジ

ルなと南部諸国に限らす、ほとんとのポスト権

威主義体制下の国について指摘しうることだか

らてある。吉田 J992b] は，アルセンチン，

プラシルと比較しつつチリを中心として，民軍

関係の視点から文民統制や人権侵害の糾明問題

を軸に民主化間題を実証的に分析している。ま

た大串 [1993a]は，民主主義の定着との関係

で軍の間題を論し，軍の存在が民主主義の将来

にとり重大な脅威であり続けていると結論づけ

ている いうまでもなく民t主義の定着のため

には9 ¥)かに軍の特権を縮1Jヽし， ＇ド和への配当

を市民社会に還元し，軍を安定した民主制度の

なかに組み人れていくかか一面での重要な課題

である。

民i:：化を担うl1本や環境にも大きな変化か生

じている大串 [1987] は，かつてプルジョア

民主主義と断罪してその価値を認めてこなかっ

た左翌勢力が手続き的な民主主義に明白な支

持を与えはじめている今日の傾向をまとめてい

る。また吉田 1990, 1992 a]はチリの民七化

過程を分析した研究であり，政治社会勢力，選

3II 
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挙制度改革など民主化を取り巻く環境について，

体系的で独自の視点を提ホしている（ブラジル

については，堀坂 [1987b, 1993]が広い範囲

から民主化と，文民政権ドの民t主義の実態や

それを取り巻く脆弱な条件や問題点を鋭く論し

ており，また中川 [199]］は，近年政治への影

響がますます大きくなりつつあるマスメディア

の働きに焦点を当て， 1989年選挙の分析を行な

っている。中米地域の民主化の課題と条件につ

いては狐崎 [1991]か検吋し，飯島 [1991]は彎

パナマのトリホス体制からノリエガに令る内政

を政党の役割を中心に分析し号米軍侵攻後り）民

主化の展沼にふれているうまた通常のハラダイ

ムを念頭におきなからも，民主主義の定着(J)

条件を探るため，ウルグアイの制度的民主主義

の発展と崩壊の過程をたどった研究として内田

[1994]かある、

さらに民政卜＂の各国別の分析では，遅野井

[1991 b]かペルーのガルシア政権時代の政治

過程を，遅野)l:[1991叫が政治社会変動と (J)

関わりでフジモリ政権の誕生を解明している 3

ペルーの政党と「自主クーデター」を含むフジ

モリ政治の特徴については，現場に身を附きな

がら精力的に発表している村上 [1994a, 1994 

b]が，また199:l年新彩法については遅野井

[1994]があるまたエル・サルバドルのキリス

ト教民主党政楕：ドの政治過程は田中絲 [1991I 

が分析している。他方 PRI一党支配が続いた

メキシコについては，恒Ill[1990]がその支配

体制の動揺と，サリナス政権による再編という

観点から検討し，村上 [1991]，岸川 [1992]

もサリナス政権の民i：化路線の背景と実態に且

る論考である ”̀．．村 [199(）]は． コロンヒ・アJ)

民主体制の実態を I,i炎合民主主義」と特徴つけ、

3I2 

手続き的民主主義の形態を分析した。

ラテンアメリカの民主化は， 1980年代後半以

降急速に進められてきた新自由t義的な構造改

革0)時期と符合し緊張関係に吃つことがある。

このイシューは，遅野Jt編 [1993Iが基本テー

マとして扱い，チリ（細野 [199:3a]），アルゼン

チン（松卜洋 [1993]），ヘネズエラ（坂口 [1993]),

ペルー（遅野井 [1993a]) について分析されて

いる。特に細野，松下洋は，この過程を脱ポピ

ュリズムと特徴づけ｀交渉と安定u)うちに進め

てきたチリとアルゼンチンのケースを分析し，

また坂几遅野井は手続き的な民主主義の危機

と断絶について，ベネスエラとペルーについて

分析している。また改革を乗り切るためのメキ

シコの連帯計画を分析したものに横山 [1993]

かあり，新自由主義の台頭に伴うメキシコの国

家変容については，松浦 [1994Jが分析してい

る，

政治制度との関係でも民主主義の問題は議論

されなければならないー，中川・矢谷編 [1988]

は，各国の法制度を網羅した貴重な文献である

が，構造改革の進展のなかで，憲法をはじめ法

制度も忍速に大幅な改革にさらされており， 1H

来の民族主義や国家主導型発展，福祉国家を支

えた法的基盤が崩れているたけに，早くも現状

に即して改訂される必要甘か出てきている。

経済発展ないしはその挫折にかかわらず近年

各国とも大きな社会変動に直面しているが，そ

のなかで注目されるのが政治を担う新しい主体

である。特に既存の政党が役割を低下させるな

かで，多様な民衆レベルの組織や運動が誕生し，

ヘルーのフジモリや囀ハイチU)神父アリスティ

トなど新しいタイプの指導者を葛tさせている。

こうした「新しい運動 I Iこつし lては大串 [1991
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a ]が理論的に取り上げ，また高橋正明 [1991]

はチリの民衆組織に注目した仕ボである。市民

社会との関係ては，こうした草の根的な民衆紀

織の参加動向や政治的方向性を探ることがます

ます市要となってこよう。既存の政党政治に対

する不佑が頂点に達した社会で，民衆の動向が

政権誕生の決め手となったフシモリ政権につい

ては細野・遅野井 [1992]が多面的に検討して

しlる。

また民主化促進に大きな役割をはたしてきた

0)かカトリック教会であったか，―解放0)神学一

につしヽてはグティエレス神父0)古典的著作グテ

ィエレス [1985]のほか，政治情携との関わり

て動態I'内に叙述したベリマン [1991]が翻訳さ

れた。また1rllじテーマが民主化とい閃わりを含

めて，乗 [1990,1994]で分析されている。プ

ラジルの軍政ドの教会の役割と民t化後の教会

の動向につし戸ては， 三田 [19911かある。

米国の民t化促進策や米小,,,機構など地域協力

や国際環境との関係が，今日の民主主義の定行

を左布するt要な条件U)ひとつとなっているc

松1;ll/1t-(;[199:l]は，地域協力機構として集

団的な民J:J:義の防衛をポスト冷戦期の主要課

題のひとつとするに至る米州機構の変容を分析

している。しかし贔終的には米I叶じ導で進めら

れたハイチの民政皿復0)ケースにみられたよう

に，地域機構の無力感は否定できず，この面に

おける米小11機構の機能とその限界に ’Jいて議論

されることが必要てあろう。またエルサルバト

ル和平における国連と米朴I機構の協力について

は則武 [1991]がある。

この他，中米紛'frとその収拾に令る過程のな

かて，従来研究u)窄白地域てあった中米地域の

点問題に関心か集まり多くの文献が刊行されたc

ラテンアメリカ

細野・遅野井•田中 [1987] ，加茂・細野•原

田編 [1990]は，中米危機を政治構造や国際関

係などから多面的に検討したものであり｀また

伍井 [19!:J2] ，渡辺 [1992~ はその収拾過程を

綿密に追っている。岸川 [1987]は，中米の政

党政治を軸に政治参加を横断的に分析し， また

f安 [1992:は，米国の低強度戦略下の援助政

液を検討している。

冷戦の終結，ソ連の解体， ソ連東欧社会主義

咆lの崩壊．民主化と自由主義経済の席巻という

対外環境の変化をまともに受けているのか，キ

ューバのカストロ体制である。焦点となってい

るその行方について，加茂[1992]，後藤[1993],

山岡 :1993]などが，それそれ専門的祝点から

分析してし)る o

国際関係，外交面でも地域および各国て再編

成の時期に直面した。細野・畑編 [1993]は，

研究者を動員してこの地域の国際関係の流れを

追うとともに， t要各国の外交や，テーマ別に

1980年代の後半以降に生した対外的転換をまと

める論考を収めている。各国り）外交政策0)展開

につし、ては，個々に触れる紙幅はないが，現地

経験を積んだ若手研究者を中心に意欲的な論文

が集められている。

米州関係ては，翡橋均 [1991]が米州システ

ムと米国のヘゲモニーの変質に焦点を当て1980

年代の米州閃係を論じている 細野 [1993l¥

ふ米州関係の展開をインターアメリカン，ラ

テンアメリカ，グローバルの 3システムを軸に

再考し，そのポスト冷戦時代における米州関係

再編成の令貌を経済統合と U)関わりに焦，＼仄を廿

てて整理している。また加茂 [1993]は、戦後

モデルの崩壊，国際関係の変容を論じ，西半球

3 I 93 
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はパクス・アメリカーナの時代に確実に人りつ

つあると結論づけている。

また経済の自由化・グローバル化に刺激され，

労働の国際移動にとどまらすさまさよなレベル

での国際社会の統合が今後一層強まることであ

ろう。この問題はさしあたりは米国とラテンア

メリカや米州関係全体に影孵を及ほしていくこ

ととなろうが，日系社会特にパンアメリカン日

系協会の動向を分析し，市民レベルでの国際協

力に光を％てたものが浅香 [1991]である。

最後に日本のラテンアメリカとの閃係につい

ては，日本，米国，ラテンアメリカの研究者共

同によるスターリングス；ツェケリー；堀坂編

[1991]が出版された。そのなかで松下洋 [1991

b]は，戦後日本の対ラテンアメリカ政策の変

化を，「受容国」から「形成国」へU)移行U)過

程として検討している。

以 1：概観したように，政治・外交研究の分野

においては研究者の数も増え，研究の裾野は疑

いなく広がっている。そして単なる政治動I{l]の

分析にとどまらない質の高い研究が出され充実

してきている。 （遅野井茂雄）

II 経 済

1986年から94年にかけて，数多くのラテンア

メリカ経済に閃する研究か現われた そこ；こ見

られる大まかな傾向としては，以下の点を指摘

することができる。策 lに曹単行本の形てi))研

究成果の出版が増えたことである e 内容的には

1人の研究者による内き下ろしの場合， l既発表

論文を取りまとめた場合，複数の研究者による

論文集の場合とさまさまてある。巾打本i))出版

は，受手である社会のラテンアメリカ経済に対

314 

する関心の高まりと，送り手である研究者の鼠

と質の両面ての充実を示すものであろう。第2

に．研究テーマに関していえば，この間のラテ

ンアメリカ経済の動向すなわち，経済調整政策

の下での経済再建への動きを反映して，経済調

整政策を分析対象とする研究が数多く現われた

ことてある。第3に，方法論に関していえば，

第2点とも関連して．マクロ経済学のモデルを

用いた研究り比項か増したことである C 端的に

いえは，従来の地域研究者に加えて．マクロ経

済学を専門とずる研究者がラテンアメリカ研究

へ参人したといえる。

1. ラテンアメリカ経済をめぐる 3つの分析

視角

ます対照的な分析視角をホす 3冊の単行本に

ついて汀及したい。この 3冊とは杞Ill[1988], 

吾郷 [1988]，西島 [1993]である。恒川は従

属論の立場から，対外的経済依存か第三世界諸

国の社会に及ぽす影響を，メキシコを例にとり

ながら検討している 吾郷は「地域主義アプロ

ーチ」という独自の分析視角から．低開発性の

溝造とダイナミクスを明らかにし．その克服の

道を探る試みを行なっている。事例として取り

上げる(/)は炉川と同じくメキシコてある。西島

はマクロ経済学の立場から1980年代のラテンア

メリカ経済の不均衡現象とそれに対してとられ

た政府の政策の検討を行なっている、—, 3冊は冑

問題意識．分析視角，分析対象のいずれの点に

おいても異なるが，次のような共通，点を持つ。

第1に，いずれもが理論研究と実証研究の相互

住復(i)中で，ラテンアメリカ経済の実態認識を

深め，方向性を探ろうとしていることである。

第2(こ，いすれも．これまてに蓄栢された研究

成果の集大成であることである。これら 2つの



199506070323.TIF

共通点は，日本のラテンアメリカ経済研究が，

方法論の上でも，研究蓄積のIぐ．でも，さらに進

んだ段階に人ったことを示すものといえる。

2. 経済調整政策

1980年代前半に対外債務累積を契機として経

済危機に陥ったラテンアメリカ諸国では， 80年

代後半に構造調整を主体とする経済調整政策が

実施され， 90年前後から一部の国においてその

成果が現われ始めた。このような経済の動きに

対応して，経済調整政策を対象として，その理

論的根拠，実施過程，成果，問題点等を，国こ

とまたはラテンアメリカ令体を対象として検討

する研究が多数現われた。特にこれまでのラテ

ンアメリカ研究との対比で特徴的なことは，マ

クロ経済モデルを用いた分析が比重を増したこ

とである。

ラテンアメリカ全体を対象とした研究として

は，特にインフレーションと経済安定化政策を

理論的に検証した前述の西島 [1993]，同書の

姉妹編であり西島の糾で各国の専門家によるイ

ンフレーションと経済安定化政策の実証研究を

行なっている西島編[1990] がある。後者では，

アルゼンチン（小倉し1990]），ブラジル（マセー

ド [1990]），ボリビア（浜II [ 1990]）， チリ (1111

賀美 [1990]），メキシコ（｛礼:I.:¥ [1990]）の事例

が取り上けられている。細野 [1989] は， 1982

年から88年までの経済調整政策を (1)IMF主将

の短期的経済調整政策，（2）ヘテロドックスな経

済調整政策，（3）世銀主尊の構造調整プログラム

の3つの類刑に分類し，それそれの実施過程と

問題点を概観している。一方，牛島 [1988] は

1987年まての経済調幣政策にIllして、特に比較

的成功したとみなされるメキシコ，ブラジル，

チリについて成功の要因を中心に検討してい

ラテンアメリカ

る。

国別の研究では以下のものをあげることがで

きる＿，チリについては東郷 [1988] か1980年代

中頃U)経済の回復の要因と今後の政策課題を

検討している。 1980年代初頭まてのチリが経

済危機のただ中にあった時期に関しては，高阪

[1988] が，好調な経済パフォーマンスをみせ

た韓国との比較で，興味深い分析を行なってい

る。すなわち， 1970年代以降．ラテンアメリカ

諸国と束・東南アジア諸同ては，対照的な経済

バフォーマンスをみせており鴨この差畏をどう

説明するかについては，各国にとっての「外生

ショソク」の大きさの違いか，当初の債務水準

の差か，発展戦略が「市場志向的」か否か，マ

クロ経済政策運営の違いか，等々のさまざまな

議論がある。高阪は主にマクロ経済政策運営の

違いからチリと韓国の差異を説明している。

メキシコについては棟近[1990, 1991]，谷

浦 [1992a]がある。棟近 [1990] においては，

11対阪と同様の問題意識のドに，同lE]り債務危機

がマクロ経済政策運営の失敗によるものか，外

生ショックによるものかを分析し，結論として

前者を主要な要因として指摘している。棟近

:199] においては1990年頃までU)経済調整政

策())特徴と成果を分析し，さらにマクロ・モデ

ルにより財政政策と他の政策諸目標との整合性

を検訂している。谷浦 [1992a]は経済調整政

策と1980年代後半以降顕著となった工業製品輸

出増加の関係を分析している。特徴としては，

輸出介業へのインタビュー調究を基に検討を行

なっている点があげられる。輸出増加の要因と

しては，第1に政府の規制緩和政策囀第2にこ

U)間U)実質賃金の低下を指摘しているヘ

ヘルー！こついては遅野井 [l986~ と細野 [1991]

3巧
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がある。遅野井はペルーの累積債務問題の発生

過程とこの問題に対するガルシア政権 (1985~90

年）のポピュリスト的スタンスの政治社会的背

娯を検討している。細野はフジモリ政権 (1990

年～）の構造調整政策を検討している。構造調

整政策出現の背娯説明として，ヘルーの経済発

展の長期的趨勢と社会経済構造の特徴，および

政権発足時の厳しい経済状況に多くの紙面を割

いているのが特徴である。

構造調整政策の一環として1980年代末以降現

われた新しい動きに，地域経済統合がある ラ

テンアメリカは過去にラテンアメリカ経済統合

(LAFTA,現在は ALADIに改紺）をはじめとし

て数多くの経済統合の経験を持つが， 1980年代

の動きは，北米自由貿易協定 (NAFTA)に代表

されるように，アメリカを構成国に含んたり，

世界市場参人への第一段階として位閥づけられ

ていることが特徴的である。細野 [1992]ふ

1980年代後半以降ラテンアメリカ全域で進展し

たさまざまな地域統合について，それぞれの概

略を紹介している。 NAFTAに関しては，藤

本 [1992]が，ラテンアメリカ主要国の輸出構

造の変化と())関連で，その成立の意義と影曹を

考察している。アルゼンチン，プラジル，ハラ

グアイ，ウルグアイの南米4カ国によって形成

された南米市場統合（メルコスール）に関して

は，岸本・山田 [1992]が，主にアルゼンチン

とブラジルの経済関係を中心に，両国経済関係

史上の位置づけ，統合の概略，両国経済関係に

及ぼす影響を検討している C

3. 農業

近年のラテンアメリカ農業研究における主要

な問俎関心をあげるとすれば，農業の近代化と

国際化の進展，およびそれにまつわる農業構造

y6 

の変化であろう。

発展途 l．．国の農業の近年の傾向を，メキシコ

を事例に，最も図式的な形で描いているのは前

述の吾郷し1988] （特に第5章，第6章）てある。

吾郷は，アグリビジネスの国際的ネットワーク

へのメキシコ農業の挿人，すなわち，専ら先進

国の消費者とメキシコ国内の上流・中流階級消

費者の利益のためにメキシコ農業を変形する

ーメキシコ農業の国際化」が進行していると指

摘する。 サ］で農民農業は，いわば関節脱臼的

に下閉鎖回路U)ワナにとらえられた貧者のため

のシステム」に落ち込んでいくたろうと予測す

る 千葉 [1990] はメキシコのアグリビジネス

による契約生産の実態をアスハラガスとイチゴ

の事例について検討している。アグリビジネス

の農業支配，農民の両極分解，国際市場へのメ

キシコ農業の統合等が進行しつつあることが指

摘されているc 斎藤・矢ケ崎 [1991] はブラジ

ル北東部の事例について，伝統的農業地域にア

グリビジネスが進出することで農業構造がどの

ように変化したかを，現地調壺により検訛して

いる。新しい作物の導人，雇用の増加，貨幣経

済i))浸透等が弓［き起こされたが， 上地所有構造

ぱ変わらす，伝統的ファゼンタか近代的灌漑農

場に，分益小作が農業労慟者に岡き代わったの

みU)ようてあると結論つける。石井 [19Y:{] は

中米紛争と農業の国際化の関係を検討している。

第2次大戦後u)中米諸国における輸出向け～次

産品の生産拡大は，小農民の士地と仕事を奪う

形で進められた。土地紛争を契機に農民と反政

1付勢力が結ひつき，農民を取り込むことて反政

府勢力は強化され，それが内戦状態の拡大をも

たらしたと指摘する、

農業の近代化と国際化の抗い難い趨勢のなか



199506070325.TIF

で政府はどう対応したのか。メキシコに関して

はエチェベリア政権 (1970~76年）のポピュリ

スト的な農地・農業政策を検討した畑 [1992]

がある。畑によれば， この政策はアグラリスモ

（農地再分配i：義）を理念として掲げ支持基盤に

農民を含む PRI（制度的革命党） ｛本制の，正統性

回復の試みであったが失敗し，アグラリスモが

もはや機能しないことを明らかにした。そして，

工ヒード制度の解体につながる1991年の憲法改

正が，アグラリスモに代わる代替案であったと

指摘する。チリに関しては岡本 [1991]がある

岡本は，農民経営に焦点を‘りてて，チリ軍政ド

の反農地改革政策により一度は急激に増加した

農民経営が，その後の新保守主義政策と呼ばれ

る近代化政策の下で両極分解していく過程を検

討した。

4. 産業発展と産業政策

ラテンアメリカの工業化に関する近年の研究

の特徴をあげれば，第 1に，経済全体から特定

産業へと分析対象かより限定化され，分析がよ

り緻密なものとなっている点，第2に，他の発

展途上地域，特にアジア諸国との比較の視点を

持つものが多くなっている点である。

ブラジルのコンピューター！朋業の発展に関し

ては堀坂 [1987a]がある。ブラジルでは民族

系企業がマイクロ・コンヒューターという先端

産業において生産のじ体となるという注目すへ

き現象がみられるが，堀坂は，それを可能とし

た要因を，政府の民族主義的な産業政策と産業

の技術的・構造的特質から説明している。ブラ

ジルの自動車・自動車部品産業の発展に関して

は田中祐二 [199(）！がある 0 1960年代の完成申

輸入禁止措置を契機とする1,i]庁業の発展の特徴

として，欧米ビックスリーの進出と 3社への牛

ラテンアメリカ

産の集中，部品産業における中小企業の低落，

70年代中頃以降の国内市場の停滞・不安定化へ

の対応策としての，輸出をてこにした発展が指

摘されている。アルゼンチンの電気機器産業に

関しては，宇佐見 [1991ー＇かある宇佐見は同

産業を，軍政期に国防上の理由から辺境の地に

振興育成されたために，経済合理性を極度に欠

く産業となってしまったこと．また．国民経済

的にみれば結果として産業の縮小再編をもたら

したことから，産業政策の失敗例てあると結論

づけている。製造業部門を対象としたものでは

ないが．産業政策の研究としては，チリの銅産

業について分析した細野 [1986]をあげること

ができる。細野は．チリ銅産業の発展過程を世

界の銅産業の産業構造の変化と関連づけながら

明らかにし，さらに，銅輸出を国民経済に還元

ずべく歴代の政府がいかなる政策を展開してき

たかを歴史的に検討している r.

アシアの発展途上諸国との比較的視点を持つ

研究としては次のものかある c 谷浦 [1992bJ 

はメキシコと韓国の自動車産業の比較を行なっ

ている。韓国はメキシコより 11年遅れて乗用車

の国産化に取り組んだにもかかわらず．短期間

｛こ牛所台数および国産化率でメキシコを凌駕し

た＼その原因を谷浦は，両国の自動車産業政策

の相違から説明しているフラジルとインドの

l業化を比較した研究に小島[1986]がある。両

国とも大国であり， 1960年代に工業化の停滞を

経験しているが，インドはその後も停滞を続け

たのに対し．ブラジルは70年代に停滞から抜け

出したといわれている。小島はその違いを開発

り式い相違から説明してt1る

5 企業と企業家

ラテンアメリカの工業化過程およひその特質

3勺



199506070326.TIF

を，企業およひ企業家というさらに限定したミ

クロのレベルから検証しようとする研究も数多

く現われた。なかでも労作は小池洋一 [1991:

であろう。小池は，プラジル産業社公が再牛す

るための企業の側での条件を見出すことをねら

いとして，近代経済学の企業論を駆使しなから，

また所々にu本企業との比較の見地を取り人れ
ながら，プラジルの企業の構造と打動を明らか

にしている。また了アシア経済』 1990年1月号

に掲載された ラテンアメリカの産哭発展と企

業 1特集も，経済t体てある企業U)活動に着H

してラテンアメリカの産業発展，あるいは広く

L業化の過程とその性格を明らかにしようとし

たものであかそこては小池 11990a囀 1990b.

がプラジルのヒール産業とプラシル日系人i})企

業者活動を，田中佑二：199(）］か前述のフラシ

ルの自動車・自動車部品産業を，星野 [1990b

がメキシコの白動車部品部門，佐藤ー1990〗か

メキシコの近代綿業に関して，それそれり）部門

に属する代表的企業を取り 1：げて分析している c

メキシコの民族系企業グループに関しては星野

[1988, 1990 a Iがあるで前者におし:ては民放

系企業グループ全般に関して1970年代から8(）年

代切頭にかけて0)急成長の過程とそり）要因を分

析している。後者においては｀製パン部門り民

族系企棠グループの成長要因を，企業を取り

く経済環脱との関連て分析している，

6. 経済協力

方における日本の経済）］U）増に他Jjにお

ける198(）年代のラテンアメリカ経済u)危機的状

況から 1l本に対するラテンアメリカヘり）経済

協力の要，iIりか庫祭社会におし只窪りまり會 それに

対応して II本の対ラテンアメリカ経済協力に関

する研究も数多く現われた□そU)なかて特にi晏

}I8 

れた実証研究として，メキシコのラサロ・カル

テナス上業港と 3つの巨大鉄鋼プロシェクトに

対する日本鉄鋼業の技術協力の成果を検址した

中岡 1991 Iをあけることかてきるこヽji初の日

標を達成していないという意味ては失敗に終わ

ったこのプロシェクトについて，中岡は失敗の

要因を，主にプロシェクトに関与した技術者に

対する間き取り調牡に韮つき検討し， と[)よう

な教訓を引き出すべきかを考察している 豊富

な行料を駆使し，技術史家としてU)専門に裏打

ちされた分析は非常に説得力を持つ 今後鳴こ

の分野の研究に対する要請か強まると予想され

るか，中岡の研究はこれからの研究に対してひ

とつり）あるべき方向性をホしてくれる」

以上，ラテンアメリカ経済に関する過去9年

間の研究蓄精を検吋してきたが最後に，こ 0)

作業から今後の研究の方向性としてとのような

も(})か浮かひ 1：がってくるのかを辿べてみたし)

冒頭でも述へたとおり｀こ 0)9年間て最も頻

繁に取り tけられたテーマは経済賊幣政策てあ

った:•これほとひとつのテーマに研究か集中す

ることは，筆者の，；占意ては，過去のラテンアメ

リカ紆済研究にお klてはみられなかった現象て

あなラテンアメリカ経済と，日本を含む世界

0)経済に及ほすこの間題J)影響の大きさを反映

してt心といえる 研究の活況白体は積極的に

評価されよう。たたし、経済の状況は刻々と変

化し，それに伴い社会的に注目を浴ひる研究テ

ーマも変化しうるc それならは、時間U)経過に

Iill寸えうる研究U)嬰件とは何てあるかを杓えてお

くことは無慈味てはあるまし l』，本稿における検

IÌtからその要件を探るならは、力柏J性としては

次り）2つを指摘てきるのひとつば実址『lを蒻め
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る方向である。本論で述べたように実証分析の

レヘルは緻密化する傾向にある3 育料事情が格

段に改善され，現地調査の機会も飛躍的に増え

たことから，この傾向は今後ますます強まると

考えられる。もうひとつは．理論化を目指す方

向である。典型としてはマクロ経済モデルを用

いた研究をあげることができるが，その他にも

従属論や企業論など種々の理論に依拠した研究

があることは本論で述べたとおりである。もち

ろん 2つの方向性は互いに排除し合うものでは

なく，優れた研究は両者を兼ね備えたものであ

ることは，本論であけたいくつかの研究の事例

から明らかであろう。 （足野妙子）

III 近現代社会経済史

ここでは19世紀後半以降の社会経済史に限っ

て主要な研究を紹介する。全体的な傾向として

は，実証研究を通して社会経済史の個々のテー

マに関する通説に対して見匝し，ないし再検討

の必要を訴えたものが多い。テーマとしては，

一次産品輸出経済に関連したもの，および日系

移民史研究が多くなっている。また， 一次産品

輸出経済期の工業化に関する論説も注目される<

日系移民史研究を除くと，研究対象国の現地お

よぴアメリカ合衆国での研究蓄苗の違いを反映

して，国により研究対象に相違かみられる。メ

キシコ社会経済史研究では，ケース・スタディ

や地方史研究の比較的豊富な蓄積の lこに立ち，

個別的・地域的なテーマが選択されている。し

かし，その他のスヘイン・アメリカ消国では，

一国レベルを対象とした研究が主流を占めてい

る、

歴史学研究会編U) ，南北アメリカ U)500年』

ラテンアメリカ

シリーズ全3巻ぱ，ラテンアメリカ史研究者の

多くが執筆（こ係わり，現在日本におけるラテン

アメリカ史研究の傾向と到達点を示すものとい

える （歴史学研究会編 [1992, 1993 a, 1993 b, 

1993 c, 1993 d]）。同シリーズの第2巻ではラ

テンアメリカ諸国の独立と国家形成，およひー

次産品輸出経済の実態分析がなされ，第3巻で

（ま19世紀域内諸国における社会変容が扱われて

いる。第4巻では主にメキシコ、ペルー，アル

ゼンチンにおけるポピュリズム体制の形成が論

じられている。同シリーズにおけるラテンアメ

リカ史研究0)手法としては，相対的に社会経済

史や政治史からのアプローチか多くなっている。

また，山田編 [1986]の『概説ブラジル史』と，

国本 [1992b]の『概説ラテンアメリカ史』は，

日本におけるラテンアメリカ史研究の重要な成

果としてあげておく必要がある。

一次産品輸出経済期の丁菜業発展に関して沼沢

[1986] と岡本 [1994]は対照的な評価をして

いる。沼沢 [1986]は， 19世紀末から20世紀初

頭にかけてのメキシコ・ペルー・チリを鉱産モ

ノカルチュア経済と規定し、その性格として飛

び地的性格，国内工業の倅滞および農牧部門に

おけるlH来の生産関係の存続を指摘している。

こうした見解に対して岡本 [1994]は， 19世紀

後半の一次呼品輸出経済U)構造を概観し．硝伍

輸出拡大の波及効果として製造業が発展したこ

とをある程度評価している。これはラテンアメ

リカの初期「業化および次産品輸出経済に関

する一連U)議論のなかて‘ヽ ＾次産品輸出経済が

製造業の発展に一定の役割を果たしたとする立

場に立つものである。しかし，岡本は次稿で19

匪紀工業化の限界に関する論考を予告しており．
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その完成が待たれる

佐藤 [199(）]は，外国行本とメキシコの工業

化の問題を，綿I業におけるフランス移民企業

家の役割分析をとおして解明しようとした。そ

こでは，ポルフィリアート・メキシコ綿業を担

ったフランス系移民資本を，経営がメキシコ在

住の移民により行なわれ，資本の再投資先かメ

キシコ国内の他の産業であったことから外賣て

はないと規定している。そして，そのことかメ

キシコの初期工業化に大きく寄与したとする。

外国資本と移民企業の関係は， メキシコ以外の

地域でも検討されるべきテーマであり，その点

この佐藤論文は，ラテンアメリカ経済史研究者

に大きな示唆を与えてくれた。ただし佐藤は同

論文において，フランス系移民企業家はフラン

ス金融資本の受け皿となっていたとも指摘して

おり，両者の関係の究明か今後の課題として残

されている。

一次産品輸出経済の産業レベルでのケース・

スタディとして，以下のものがある。初谷[1989]

では，ユカタン半島における大土地所有制U)形

態が伝統的牧畜・役物アシェンダから，アメリ

カ市場と結びついたエネケン・プランテーシ］

ンヘ移行し，それに伴う労慟力の前近代的性格

の強化が述べられている。神代 [1993]では，

奴隷労働力をもとに発展を遂げたキューハ砂糖

産業か，奴隷貿易の行き詰まりと国際競争の激

化に伴い，設備近代化と賃労働制を基礎とする

資本主義生産様式に移行し、巨大製糖工場セン

トラールの出現をみるに全る過程が語られてし;

る。そして1920年代以降キューパの砂糖経済i))

生産と流通過程がアメリカ資本に支配されたと

している。宇佐見 [1993] は， 19世紀未から20

世紀初頭にかけてのアルゼンチンの食肉冷凍加
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[ （フリゴリフィコ）産業かイギリス・アメリカ

資本に支配されていたこと， またフリゴリフィ

コが食肉輸出の流通経路を支配していたことを

明らかにしている。そして，比較経済史の視点

からカナダと比べてアルゼンチンの一次産品輸

出流通経路は，より匝接的に外国資本により掌

握されていると述べてし＼る。

ブラジル・コーヒー生産の労働）J問題に関し

ては，鈴木茂 [1986]かある。同論文では，サ

ンパウロ，｝•|‘|西部地方において，奴隷制廃止とそ

の後の生産の拡大がコーヒー生産の奴隷労働力

依存に限界をもたらし，コーヒ一生産か欧州契

約移民によるコロノ制に移行する経緯が述べら

れている。そこでは1880年代前半までの「奴隷

制U)強靱性」説に対する疑問と，その後のコロ

ノ制に対する奴隷制度J)影特か論しられている。

一次産品輸出経済期の政治体制に関しては，

吉森 [1986]，初谷 [1991]，宇佐見 [1995]，佐

野 [1986]，新木 [1994]がある。吉森 [1986]

は， 1900~30年におけるペルーの寡頭支配体制

について論じている。それによるとペルーの寡

咀支配層の中核は，クアノ輸出の利益を農業・

鉱業・商業・金融等に投トムした輸出利害と結び

ついた新財産家であるとする。彼らは閉鎖的工

リート集団を形成し，その支配は社会階層か分

裂して政治的結集性に欠けていることと，中央

寡頭支配層と地方の支配者であるガモナールと

U)結びつきに依拠してし心とするし，初谷[1991]

ふ メキシコ・ディアス期のユカタン半島にお

ける地方オリガルキーu)間迎を論し，それを半

自訂的＝半従属的性格を持つもり）と規定してい

る。初谷の論文はオリガルキー支配を地方史レ

ベルて分析した点，そこにアメリカの非公式帝

国による支配0)概念を導人した点が注目される。



Ⅳ社会

199506070329.TIF

ラテンアメりカ

また，＇F佐見 [1995] は，自由貿易帝国主義

論を邸識し，外賣の食肉冷凍加工産業とアルセ

ンチン政府の関係を分析した研究である。佐野

[1986」は， 1920年代のアルゼンチンにおける

寸欠産品輸出経済と急進党政権に関する考察を

行ない， fii]政権の成立と崩壊の過程を分析して

いる。祈木 [1994]は， 1895年自由i．義革命以

降のエクアドル一次産品輸出経済期を，グアヤ

キル輸出金融業者かキト中央政府を寡頭支配し

た時期とする見方に対してそれをキト中心史観

であると批判し，グアヤキルの発展に視点を据

えてエクアドル史の再検討を試みている。

井 [1989] と，同じく牧畜経営者となった日本

人移民史を扱った今井 :1990]かある。石川

[1989] はプラシルにおける，石川 [1992] は

ボリヒアにおける第2次大戦以前の日系移民の

地域的分布とその職業構成の変遷に関する調脊

結果をまとめている。島袋・米盛 [1989]は，

サン・パウロにおける沖縄県出身の露店商の分

布の時代的な変遷等を分析したものである。柴

田 [1989]は，資本携行の企業移民の事例とし

てエクアドルでマニラ麻産業を起業した古111拓

頒株式会社を取り上げている。ボリビアの日本

人移民・移住地に関する総合的な研究としては．

若槻 [1987] と国本 [1989]がある。

問題提起的なものとしては．今野・高橋編

[1993]か，日本政府と移民の関係を正面に据

ぇ．戦後のドミニカ移民の問題を告発し，また，

石田 [1986]か，ポリヒアヘの日系移民とのイ

ンタビューを通じて，彼らが現地社会での地歩

を固めていく過程を報告しつつ，彼らの意識や

その研究における，ボリピアの人々との平等な

関係を求めていく視点の欠如を指摘しているし

（宇佐見耕一）

メキシコ栢命と閃連した研究として次の 2つ

をあげておく。佐藤 [1994a]は、メキシコ革

命の再検討作業U)一環とみなすことかてきる C

従来1906年メキシコ・カナネア銅山ストライキ

は，メキシコ革命の出発点とみなされてきた。

それに対して佐藤は， It.］ストライキを米国アリ

ゾナ小卜1での労働運動の延長にあるものと位置づ

けてしヽる。ただいカナネア銅山ストライキと

メキシコ革命を論じる場合，同ストライキのメ

キシコ世論に与えた影響に関する考察が必要で

あろう。メキシコ革命関連ては：，国本」992a,

が農地改革とメキシコ民族主義に関する従来か

らのカランサ大統領の果たしに役割り再評価を 現代のラテンアメリカの社会を理解するには，

求めており，誠みごたえがあった。 そのダイナミズムヘの接近が必要である。そこ

N 社 会

で，屯要なテーマとしてまずあげられるのか，

移民研究はきわめて数が多く，それ自体独立 膨人な貧困層を抱えなから「［大化しつつある都

して取り上げるべ苔課題である。国際協力事業 市に関わる研究であろう。山田他 [1994]は，

団から出されて tヽ る雑誌＇dれ移住研究；には，名 メキシコ，プラシ］レ，アルゼンチン U)都市化彎

くの移民に関する研究が発表されている。社会 都市問題を人口， L業化，歴史，金融，環境等，

経済史の観点をJかった移民史研究をあけると， さまざまな角度から分析したものてあり，山崎

アルゼンチンの日系企業家の個人史を扱った今 [1987]は， メキシコシティの経済，人口の成

J2I 
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長，低所得層の居住形態， 1980年段階の現状を

概論的に紹介したものであるつ都市下層に関す

る研究状況をサーベイしたものとしては、米村

[1991]が，近代化論的なパラダイムから従属

理論的なバラダイムヘの変化を跡つけ，高橋正

明 [1988] は，軍政下のチリにおける多様な研

究の叢牛，動向を紹介している勺幡谷 )986]

は，インフォーマルセクター論のサーベイの後，

コロンビアのデータに基づいて，都市インフォ

ーマルセクターの実態を分析するまた，幡谷

[1988]は，コロンヒアの農村および都市の労

働力需給を論じて．都市インフォーマルセクタ

一労慟｝］か発生するメカニズムに追ろうとするし

メキシコシティにおける都市下層の居住地域の

形成過程を明らかにしたものとしてぱ，狐崎

ll988」がある。都市下層家族の生存戦略に閃

わるものとしては，高橋」［明 l1988]が、チリ

の都市下層居住地域における，経済的困難への

共同の対応としての＇民衆経済組織」に注目し，

紹介を行なって＼ヽる C，同しテーマ：こ， コロンヒ

アにおける自らのフィールドサーヘイ・テータ

に拠りつつ，幡谷 I1992]か，都市t青り家族U)

近郊農村への出稼ぎという対応がみられること

を明らかにし，そうした対応かと(})ようなタイ

プの家族にみられるか等の分析を行なってし又る，

米村 [1992]は鴫 メキシコ首都圏し）民衆居住区

の小・中学生にアンケート調行を行なし)脅児童

労働が都rfiド層(/)なかてもどのような家族に多

くみられるのか，児章労働ば学業に影響を与え

るか否か、統壮的な分析を試みている 大ギ

I 1986]は彎ヘルーのリマでの精神氏として(})

体験に基ついて，都llilヽ＾層の精神構迅．精神病

理にアプローチしている。病理としてu)把握，

病理の再生産の視点存は，オスカー・ルウィス
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の―賃困の文化論」を防彿とさせる 3

他方、農村、農民研究は少ないこ；［口[1990:

ふ トミニカにおける農村社会の調査を中心と

した仕事てあり，藤井 ~1990-92] は，ボリヒ

アの農民自身の記録に基ついて，彼らの労慟と

生活を描き出そうとしたものてあるぐ

ラテンアメリカ社会を理解する重要な今一つ

のテーマは先住民的な要素の問題であろうフ

ィールトサーヘイに基づく記述，考察等，文化

人類学者による活躍か従来より引き続いてみら

れるか，ここては，単行本およひ現代社会に深

く関わる視角を持つ論文に限定して触れようこ

中牧編 l1992]は｀先住民やカリプ住民の幻覚

京教，祭り， シンクレティズムをテーマくこした

6 人の研究者の論号に加え，数）•S) 小報告， と

ティスカションよりなって tヽ るし黒田 Cl988]

は，メキシコ， ミッヘ民族のケースを中心に，

スヘイン｀ グアテマラなとを比較考証しなから，

祭りの諸要素の機能≪由来等を分析している。

落合 -1989_は，メキシコのツォツィル民朕て

(}）調任を軸にしなから，「民族誌、 1 の灯法的な

問題，先住民の空間，時間音の認識等の問題

を、 さまざまな素材を用いつつ白由に語ってい

る 鈴木紀 [1988]は，先住民の／じ活か，国民

社会と密接につながるようになりつつあるなか

で臀インティオと非インディオの区分， インデ

ィオし）アイテンティティか自明のものとして成

立するいてはなく， さまざまな基準によるアイ

デンティティか，そのシチュエーションに依存

しつつ、直層性を持って成立してし lることを青

メキシコ、マヤ民旅の一付の調在に基つきつつ

論する 0 憚野 [1994Iは， メキシコ， ミシュテ

カ民い）凋任に恥）さ，都市て長期生活を送り

つつ村と U)関係を持続する先仕民U)＇＃例を報告
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している。また，安村 [1994] は，歴史学の分 〔文献リスト〕

野から，メキシコの混血の過程に関する研究状 井郷健二

況を語り，現代メキシコを理解する重要な視角

を提供している。先住民の教育の現状に閃して

は， 1970年代以降氣速に普及するハイリンガル

教育の実態について，メキシコ， ミ、Jへ民族u)

巾例を，米村[1993]が報告，分析している。

先住民的要索への関心は，それか変容しなか

ら活性化し，現代ラテンアメリカ社会のダイナ

ミズムの一要素となっていることによる。この

ダイナミズムヘの接近は，民衆と宗教，文化の

関わりとしヽう角度からもなされてし＼る。アント

ラーテ；中牧糾[1991] は，ラテンアメリカ u)

宗教，最近民衆の間に普及しつつある宗派，そ

の社会との関わり，等を多面的に扱っている。

解放の神学を論した後藤 [1989] は，民衆の附

かれた貧困状況とそれから解放されようとする

彼らのエネルギーか背景にあることを指摘しつ

つ，鮒放の神学の成19/：過程を分析ずる。その他、

プラシルの都市でのフィール 1、サーヘイに基＇）

き，非カトリック宗教であるウンバンダの普及

メカニズムを扱った古谷 [1986]，アルゼンチ

ン・タンゴの成訂―ー，発展を民衆文化という視，点

から扱った西村 [1992], 等がある。

ラテンアメリカの人々の社会変革，社会改良

への慈志の直戟的な表現としては、 t)うまでも

なく，社会運動かある・'大串］991a, 199lbl 

がその研究動向と運動そのものをサーベイして

いる。先住民による社会経済的，民族的地位の

f•iJ ［を II指す運動の紹介は小林致広 ll986] か

りなってしヽ る。 また．斉藤 [19911 :t. 1986~ 

87年のメキシコ[.Ii]立自治大学の改革が，これに

反対する学牛運動によって挫折していく過程を

分析したものてある{ （米村明夫）

1988 『第二世界論への視座ーー地域経済自立

論序説』枇界書院．

浅香幸枝

1991 -I、ランスナショナル・エスニシティと

国際協カーーパンアメリカン H系協会に

おける国際協力に関する一考察」日本国

際政治学会編 [1991J : 97-112. 

アジア経済研究所

1986 『発展途上国研究1978~85-U本にお

ける成果と課題』・

祈木秀和

1994 -:エクアドルの国家形成と地域問剥

19批紀におけるクアヤキル地域t義の台

頭」『史境』［筑波大学］ （29) 1994. 9 : 

122-135. 

アントラーテ．グスターホ；中牧弘允編

1994 『ラテンアメリカ 宗教と社会』新評論．

飯島みどり

1991 「パナマ危機と政党政治— 政党は民

石井章

T化を担えるか一日本国際政治学会編

[ 1991] : 79-96, 

1993 「中米紛争と農業問題」遅野井茂雄編

→冷戦後ラテンアメリカの再編成』アジ

ア経済研究所： 313-312.

1992 「中米紛争終結の動き エルサルバドル，

{i川友紀

グアテマラの場合」『ラテンアメリカ・

レホート』 9(1) 1992, 3 : 31 -40, 

1992 「ボリビアにおける H本移民の地域的分

布と職業構成の変遷 第二次世界大戦

前を中心にj『琉球大学法文学部紀要 史

、『・地理学篇』 C{5J 1992.3: 27 n6. 

1989 フラジルにおける日本移民の地域的分

布と職業構成の変遷—--、第二次世界大戦

前を中心に」『琉球大学法文学部紀要 史
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